
課題等

 健康寿命の延伸や早世予防のためにも、がん検診受診率の向上が必要である。未受診者対策への取り組
みや、引き続き受けやすい環境整備や検診の周知及び普及啓発に取り組むとともに、質の高い検診を実施
するために精度管理を徹底していく必要がある。

写真・グラフ等

事業名

対象者

事業概要

健康増進法や健康日本21第2次計画に基づき、がんの普及啓発やがん検診を実施し、早期発見・早期治
療につなげる。男性40歳以上、女性20歳以上の市民に対し、胃がん・大腸がん・乳がん・子宮がん・肺がん・
前立腺がん検診を実施。

参加者数

事業予算 58,855,000円(当初予算）

事業効果等

　令和4年度は、新型コロナウイルス感染拡大による受診控えや台風被害による影響がみられた。胃がん・大
腸がん検診の受診率は昨年度と比較し、やや減少した。肺がん検診は、令和３年度から対象者の拡大を
行ったことで受診率の増加につながり、受診者数は維持となった。子宮がん・乳がん検診の受診率は昨年度と
比較し増加した。

がん検診事業

５　その他

　　 その他の内容

１　住民全体

２　出生～児童・青年の世代

３　働く世代

市町村健康増進計画等の推進に係る取組について（R4年度）

市町村名 西都市

４　高齢期

次の対象者のうち該当するものの□に✔をしてください。「その他」については、内容をお答え
ください。（複数回答可）
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